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新年のご挨拶

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
町
議
会
は
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
町
民
の
皆
様
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
汲
み
上
げ
、
皆
様

と
一
体
と
な
っ
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
町
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め

引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

嘉
島
町
議
会
議
員
一
同
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令和元年　第４回

12月定例会
12月６日～９日

条例改正、補正予算など25件が提案され、全案件可決
しました。また、議員提出議案及び追加提案された議案
１件、同意案１件についても可決・同意しました。

議案審議　可決された案件

○嘉島町防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定について

　・防犯カメラの設置運用基準や設置者等の義務を定めたもの

○嘉島町附属機関設置条例の制定について

　・�会計年度任用職員制度が導入されるため、規則等で定める各種委員会等を附属機関として条例化する

もの

○地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

　条例の制定について

　・会計年度任用職員制度の導入に伴い、非常勤の特別職に該当しない「区嘱託員」を「区の代表者」に改める

　・報酬及び費用弁償条例中の（園）を削除するもの

○町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・人事院勧告を受け、本町においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

○教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・人事院勧告を受け、本町においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

○嘉島町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・人事院勧告を受け、本町においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

○嘉島町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・会計年度任用職員についても町の一般職の職員の給与に準じた措置を講じるもの

○嘉島町技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

　・法令の改正により成年被後見人または被保佐人が失職の要件に該当しなくなったため削除するもの

○嘉島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・法令の改正により成年被後見人または被保佐人が失職の要件に該当しなくなったため削除するもの

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について

　・法令の改正により排水設備指定工事店の指定の欠格基準から成年被後見人または被保佐人を削除するもの

○嘉島町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・法令の改正により消防団員の欠格要件から成年被後見人または被保佐人を削除するもの

第33号 嘉島町議会だより

3

12 月定例会



○嘉島町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・�個人番号カードを所持する印鑑登録者がカードを使用しコンビニエンスストアに設置される多機能端

末機で証明書の交付を申請し、その交付を受けることができるようにするもの

○嘉島町立幼稚園設置条例を廃止する条例の制定について

　・嘉島町立嘉島幼稚園を幼保連携型認定こども園に移行するため廃止するもの

○�嘉島町町医、学校医、幼稚園医、学校歯科医及び学校薬剤師に関する条例の一部を改正する　
条例の制定について

　・嘉島町立嘉島幼稚園を廃止することに伴い幼稚園及び園医を削除するもの

○嘉島町児童生徒及び幼稚園園児就学援助費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　・嘉島町立嘉島幼稚園を廃止することに伴い幼稚園に関する事項を削除するもの

○嘉島町上六嘉荒尾団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第３回変更）の締結について

　・荒尾団地（仮称）の災害公営住宅等の譲渡額が確定したため変更契約をするもの

○嘉島町西村門ノ久団地（仮称）災害公営住宅等譲渡契約（第３回変更）の締結について

　・門ノ久団地（仮称）の災害公営住宅等の譲渡額が確定したため変更契約をするもの

○物品購入契約の締結について

　・防犯カメラ機器購入・設置に関する物品購入契約を締結するもの

○熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

　・組合の共同処理する事務に熊本県後期高齢者医療広域連合を加えるもの

○令和元年度 嘉島町一般会計補正予算（第３号）

　・�既定の歳入歳出予算の総額に2億6,225万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を60億6,961万9千円と

するもの

○令和元年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

　・�既定の歳入歳出予算の総額に100万円を追加し、歳入歳出予算の総額を12億6,502万円とするもの

○令和元年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第３号）

　・�既定の歳入歳出予算の総額に1,936万円を追加し、歳入歳出予算の総額を9億1,148万5千円とするもの

○令和元年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

　・�既定の歳入歳出予算の総額に2,193万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額を5億8,010万2千円とする

もの

○令和元年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

　・既定の歳入歳出予算の総額に4万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額を1億2,828万6千円とするもの

○令和元年度 嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

　・既定の歳入歳出予算の総額に238万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を8,369万3千円とするもの
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追加議案審議　可決された議案
○土地の取得について
　・嘉島町総合運動公園の拡張用地取得のため土地売買契約を締結するもの

議員提出議案　可決された案件
○議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・人事院勧告を受け、本町においても国家公務員に準じた措置を講じるもの

同意案件　同意された案件
○教育委員会の教育長の任命につき同意を求めることについて
　・教育長の任期が12月24日をもって任期満了となるため高野 隆 氏の再任同意を求めるもの

令和元年第３回臨時会（令和元年12月20日開催）
○放課後児童施設「おおくすクラブ」建設工事請負契約の締結について
　・西小放課後児童施設「おおくすクラブ」建設工事に関する請負契約を締結するもの

造成中の嘉島町総合運動公園拡張用地（三郎無田地内）

放課後児童施設完成予想図
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園田　義宣議員

問
こ
の
制
度
は
、
地
域
お
こ
し
や
地

域
の
暮
ら
し
な
ど
に
興
味
の
あ
る

都
市
部
の
住
民
を
受
け
入
れ
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
一
定
期
間
以
上

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販

売
、
水
源
保
全
活
動
、
住
民
の
生
活
支
援
な

ど
の
各
種
の
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
な
が

ら
、
隊
員
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
取
り
組
み
に
対
し
て
国
の

財
政
支
援
も
あ
る
事
業
で
す
。

新
た
な
目
線
・
視
点
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
や
情
報
の
発
信
の
強
化
等
を

図
る
た
め
に
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答� （
企
画
情
報
課
長
）

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
都
市
地
域

か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
住

民
票
を
移
動
し
、
生
活
の
拠
点
を
移
し
た

者
を
、
地
方
公
共
団
体
が
委
嘱
。
隊
員
は

一
定
期
間
地
域
に
居
住
し
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
P
R
等

の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、
農
林
水
産
業

へ
の
従
事
、住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
「
地

域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
定
住
・

定
着
を
図
る
取
組
と
し
て
平
成
21
年
に
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
全
国
的
な
状
況
は
、
１
，

０
６
１
自
治
体
が
取
組
み
、
５
，
３
５
９

名
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
北
海
道
と
長
野
県
を
合
わ
せ
た
受
け

入
れ
人
数
は
全
体
の
2
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
県
内
に
お
い
て
も
平
成
30
年
度
は
熊

本
県
を
含
み
取
組
自
治
体
が
37
団
体
137
名

の
隊
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
終

了
後
も
隊
員
の
約
6
割
は
引
き
続
き
同
じ

地
域
に
定
住
し
、
同
一
市
町
村
内
に
定
住

し
た
隊
員
の
約
3
割
は
自
ら
起
業
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ほ
と
ん
ど
成
功
例
し

か
紹
介
し
ま
せ
ん
が
、
定
住
で
き
な
い
隊

員
も
約
4
割
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
都
市
部
に
住
む
意
欲
あ
る
方
た

ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
け
る
大
き

な
決
断
を
し
て
移
住
し
、
慣
れ
な
い
生
活

の
中
、
地
域
協
力
活
動
等
に
従
事
す
る
こ

満田　和浩議員

▪�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
は

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
受
け
入

れ
側
で
あ
る
自
治
体
も
隊
員
の
業
務
面
の

み
な
ら
ず
生
活
面
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、
条
件
不
利
地
域
で
あ
れ
ば
す
べ
て
の

地
域
か
ら
の
受
け
入
れ
に
対
し
該
当
し
ま

す
が
、
三
大
都
市
圏
内
の
都
市
地
域
か
ら

地
方
部
の
人
口
減
少
地
域
へ
の
人
の
流
れ

を
創
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
本
町
に
お
い

て
は
、
三
大
都
市
圏
内
の
都
市
地
域
及
び

政
令
指
定
都
市
の
一
部
か
ら
受
け
入
れ
た

場
合
に
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
制
度
を
活
用
す
る
に

は
、
ま
ず
何
を
目
的
と
定
め
、
ど
ん
な
ス

キ
ル
を
持
つ
人
材
が
ど
れ
だ
け
必
要
か
等

受
け
入
れ
側
と
し
て
も
方
向
性
を
決
め
て

お
く
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
本
町
に
お
い

て
も
制
度
内
容
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

任期終了後、約６割が
同じ地域に定住 ※H29.3末調査時点

隊員の約４割は
女性

隊員の約７割が
20歳代と30歳代

隊員数、取組団体数の推移

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

隊員数 89人 257人 413人 617人 978人 1,629人
(1,511人)

2,799人
(2,625人)

4,090人
(3,978人)

4,976人
(4,830人)

5,530人
(5,359人)

団体数 31団体 90団体 147団体 207団体 318団体 444団体 673団体 886団体 997団体 1,061団体

※総務省の「地域おこし協力隊推進要綱」に基づく隊員数
※平成26年度以降の隊員数は、名称を統一した「田舎で働き隊(農林水産省)」の隊員数（26年度：118人、27年度：174人、
28年度：112人、29年度：146人、30年度：171人）と合わせたもの。カッコ内は、特別交付税算定ベース。

地域おこし協力隊導入の効果
～地域おこし協力隊・地域・地方公共団体の「三方よし」の取組～

地域おこし協力隊
○自身の才能・能力を
活かした活動

○理想とする暮らしや
生き甲斐発見

地 域
○斬新な視点
（ヨソモノ・ワカモノ）
○協力隊員の熱意と行動力が
地域に大きな刺激を与える

地方公共団体
○行政ではできなかった
柔軟な地域おこし策

○住民が増えることによる
地域の活性化
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（
※
そ
の
他
の
質
問
　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
・

抹
消
要
件
の
周
知
は
）

園田　義宣議員

問
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
役
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
で

今
回
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
条
例
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
撮
影
さ
れ

た
画
像
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
捜
査
機
関
か
ら

の
照
会
に
基
づ
く
画
像
の
提
供
等
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
遠
隔
管
理
は
し
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
保
守
管
理
や
費
用
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

答� （
総
務
課
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
町
長

の
町
政
報
告
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
本

定
例
会
に
「
契
約
締
結
」
並
び
に
「
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
」
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
に
つ
い
て
は

今
回
提
出
の
条
例
に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ

全
般
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
併
せ
て
規
則
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
条
例
制
定
後
、
速
や
か
に
規
則
に
よ
り

定
め
運
用
開
始
に
備
え
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
保
守
管
理
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
契
約
に
は
５
年
間
の
機
器
保
証
、
及
び

設
置
後
１
年
間
の
保
守
管
理
を
含
め
て
お

り
来
年
度
は
設
置
業
者
が
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
管
理
委
託
に
よ
り
年
２
回
の
清
掃
点

検
を
考
え
て
お
り
、
費
用
は
、
１
台
に
付

き
年
間
２
万
円
程
度
で
考
え
て
い
ま
す
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
が
通
学
路
等
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
通
学
路
の
安
全

性
を
確
保
す
る
ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
が
で
き

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
中
に
県
下
で
認
知
し

た
児
童
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
等
は
300
件
を

超
え
、
そ
の
７
割
以
上
が
登
下
校
及
び
帰
宅

時
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
、
地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
に
よ
る
通
学
路
の
安
全
対
策
、
嘉
島
西
小

学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

110
番
の
家
の
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す

が
、全
て
の
小
中
学
校
で
、地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
活
用
し
た
子
ど
も
110
番
の
家
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
の
防
犯
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

ま
た
、
小
学
校
入
学
時
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配

布
し
て
い
る
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査

で
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
半
数
以
上
で
正
常
に
作

動
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
子
ど
も
の
身
を
守
る
こ

と
と
犯
罪
の
抑
止
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
訓
練
や
動
作
確
認
を
学
期
毎
に
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答� （
学
校
教
育
課
長
）

「
子
ど
も
110
番
の
家
」
は
、子
ど
も
が
「
誘

拐
や
暴
力
、
痴
漢
」
等
、
何
ら
か
の
被
害

に
遭
っ
た
、
ま
た
は
遭
い
そ
う
に
な
っ
た
と

助
け
を
求
め
て
来
た
時
、
そ
の
子
ど
も
を

保
護
す
る
と
共
に
、
警
察
、
学
校
、
家
庭

な
ど
へ
連
絡
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

こ
の
活
動
は
、
１
９
９
０
年
代
中
頃
よ
り

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
増
加
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
警
察
や
地
方
公
共
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
に
よ
っ
て
設
置
・
推
進
が
進
め
ら
れ
て
き

た
も
の
で
、
主
に
通
学
路
に
あ
る
企
業
・
商

店
等
が
、
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
も
の
の
、
民
家
が
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
15
年
頃
に
は

東
小
学
校
区
に
21
箇
所
、
西
小
学
校
区
に

20
箇
所
、
設
置
さ
れ
て
い
る
資
料
は
あ
る

も
の
の
、
現
在
は
、
西
小
学
校
区
の
38
箇

所
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
全
て
の
小
中
学
校
で
の
活
用
に
つ

い
て
は
、「
子
ど
も
110
番
の
家
」
の
現
状
や

課
題
、
そ
の
他
町
防
犯
活
動
と
の
必
要
性

な
ど
、
関
係
部
局
、
学
校
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

と
の
検
討
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

小
学
生
に
つ
い
て
は
、
１
年
生
の
入
学
時

に
防
犯
ブ
ザ
ー
及
び
黄
色
い
防
犯
笛
を

中
学
校
で
は
、
女
子
生
徒
の
み
に
入
学
時
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
学
校
だ
よ
り
等
を
活
用
し
、
作

動
及
び
動
作
確
認
に
つ
い
て
定
期
的
な
実
施

を
お
願
い
し
ま
す
と
共
に
、
各
家
庭
に
お
け
る

防
犯
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
も
、
理
解
・
協
力

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
防
犯
活
動
や

器
具
は
一
定
の
抑
止
力
は
有
し
ま
す
も
の
の
完

全
で
は
な
く
、
引
き
続
き
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
、
自
尊
心
・
自
尊
感
情
を
持
ち
、
自
分

自
身
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
と
ら

え
る
事
が
で
き
る
よ
う
「
命
を
大
切
に
す
る

心
」を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

園田　義宣議員

▪
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
等
は

▪
児
童
、
生
徒
を
守
る

　
　
　
登
下
校
時
等
の
安
全
対
策
は
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増岡　　司議員

問
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
の
適

否
診
断
は
、
決
算
に
よ
り
分
析
さ

れ
た
次
の
判
断
指
標
を
参
考
に
総
合
的
に
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①�

実
質
収
支
比
率
3
～
5
％
が
望
ま
し
い

　
嘉
島
町

⇐

1.7
％

②�

経
常
収
支
比
率
75
％
以
下
が
望
ま
し
い

　
嘉
島
町

⇐

91
・
２
％

③�

実
質
公
債
費
比
率
12
～
13
％
以
下
が
望
ま

し
い　
嘉
島
町

⇐

7.2
％

④�

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、
国
が
定
め
る

４
つ
の
指
標
が
あ
る
が
、
本
町
は
い
ず
れ

も
こ
の
基
準
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。

以
上
の
指
標
の
中
で
、
平
成
30
年
度
決

算
で
は
、
特
に
②
の
経
常
収
支
比
率
は
判
断

指
標
を
超
過
し
て
お
り
今
後
の
懸
念
材
料
と

考
え
ま
す
。
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
の
ひ

と
つ
で
す
。
特
に
地
方
債
の
償
還
計
画
な
ど

と
共
に
、
財
政
収
支
の
平
準
化
と
財
政
指
数

の
適
正
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
取
り
組
む
べ
き

今
後
の
課
題
は
。

答� （
町
長
）

本
町
の
財
政
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
歳
入
面
に
お
い
て
企
業
の
進
出

や
人
口
の
増
加
に
よ
り
税
収
は
増
加
し

昨
年
度
当
初
予
算
約
14
億
5
千
万
円
に

対
し
本
年
度
予
算
は
約
16
億
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
歳
入
全
体
を
見
ま
す
と
税

収
の
伸
び
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
減
と
な

り
、
税
収
の
伸
び
が
そ
の
ま
ま
歳
入
全
体

の
増
に
つ
な
が
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
歳
出
に
お
い

て
は
、
文
化
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
教

育
施
設
の
建
設
及
び
維
持
管
理
な
ど
、
健

康
や
文
化
面
に
お
い
て
町
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
施
設
の
整
備
や
、
人
口
増
加
に
よ

る
扶
助
費
等
の
経
費
の
増
加
が
歳
入
の
増

加
を
上
回
り
、
ご
質
問
の
よ
う
に
経
常
収

支
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
約

３
，
７
０
０
万
円
の
不
足
を
財
政
調
整

基
金
取
崩
し
に
よ
り
財
源
措
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
場
合
に
よ
っ
て
は

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
補

て
ん
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
状
況
の
中

来
年
度
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
よ
る
人
件
費
の
増
や
、
交
付

税
措
置
は
あ
る
も
の
の
熊
本
地
震
に
よ

る
起
債
の
償
還
等
は
、
確
実
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
歳
入

面
に
お
い
て
は
引
き
続
き
税
収
の
確
保

に
努
め
、
各
種
使
用
料
等
の
見
直
し
や

下
水
道
接
続
率
の
向
上
を
図
り
、
歳
出

面
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
の
抑

制
な
ど
、
よ
り
一
層
の
経
費
の
縮
減
、

ま
た
事
業
の
峻
別
を
進
め
、
健
全
な
財

政
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
事
業
等
の
執
行
に

つ
き
ま
し
て
も
限
ら
れ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
経
常
収
支
比
率
と
は

�　
財
政
運
営
の
自
由
度
を
示
す
「
経
常

収
支
比
率
」（
町
の
歳
入
に
対
し
、
人
件

費
や
社
会
保
障
費
、
公
債
費
な
ど
経
常

的
に
必
要
な
割
合
）

▪�

財
政
の
現
状
と

　
　
今
後
の
行
財
政
運
営
は

② 経常収支の比率とその推移� （単位 ％）
年度

区分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

経常収支比率 84.6 83.4 87.7 88.4 91.2

③ 公債費の比率とその推移� （単位 ％）
年度

区分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

実質公債費比率 4.5 5.1 5.7 6.4 7.2
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徘
徊
が
あ
る
場
合
、
原
則
、
要
介
護
２
以

上
の
方
に
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
事
業
に

よ
り
、
G
P
S
機
能
搭
載
の
器
具
レ
ン
タ

ル
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労

働
省
な
ど
関
係
省
庁
で
、
認
知
症
高
齢
者

の
ト
ラ
ブ
ル
に
公
的
な
補
償
制
度
を
創
設

し
、
対
応
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
域
の
見
守
り
体
制
の
推
進
な
ど
を

進
め
る
こ
と
を
優
先
す
る
と
し
て
、
公
的

な
補
償
制
度
に
つ
い
て
は
見
送
ら
れ
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の

リ
ス
ク
回
避
か
ら
、
認
知
症
賠
償
責
任
保

険
と
い
う
民
間
の
保
険
制
度
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
損
害

保
険
の
特
約
と
し
て
各
自
で
検
討
い
た
だ

き
、
不
慮
の
事
故
に
対
応
す
る
た
め
、
個

人
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
い
た
だ
く
の
も

必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
39
市
町
村
が
、
要
綱

規
則
な
ど
で
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
保

険
契
約
者
と
し
て
保
険
料
を
自
治
体
が
全

額
を
支
払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
認
知
症
高

齢
者
の
「
自
立
度
」
が
Ⅱ
ａ
認
知
症
扱
い

以
上
の
方
い
わ
ゆ
る
、
認
知
症
と
診
断
を

受
け
た
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
よ

り
以
下
は
、
認
知
症
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
が
導
入
す
る
に
は
、
保
険
料
を
自
主

財
源
で
賄
う
必
要
が
あ
り
、
国
の
財
政
支

援
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の

状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
町
で
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

園田　義宣議員

問
２
０
１
８
年
の
１
年
間
に
警
察
が

届
出
を
受
理
し
た
、
認
知
症
に
関

わ
る
行
方
不
明
者
が
、
延
１
６
，
９
２
７

人
と
６
年
連
続
で
増
加
し
、
不
幸
に
し
て

５
０
８
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
増
加
傾
向
で
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
認
知
症

の
人
が
約
７
０
０
万
人
を
超
え
、
高
齢
者
の

約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
厚
生
労

働
省
は
推
計
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
が
事
故
を
起
こ
し
、
家
族
が

高
額
の
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
対
策
は
、
国
や
県
が

す
べ
き
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答� （
町
民
課
長
）

町
で
は
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の

予
防
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

予
防
事
業
に
は
、
脳
い
き
い
き
教
室
、

認
知
症
カ
フ
ェ
（
ひ
ば
り
カ
フ
ェ
）、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
サ
ロ
ン
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
、
脳
を
活
性
化
す
る

教
室
を
開
催
し
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
行
政

区
で
年
２
回
開
催
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
に
お
い
て
、
見
守
り
が
必
要
な
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
健
康
状
態
や
心
配
な
点
が
な
い
か
等
の

情
報
な
ど
を
共
有
し
、
今
後
の
対
応
な
ど

協
議
し
て
お
り
、
認
知
症
予
防
の
取
組
や

サ
ポ
ー
ト
の
紹
介
な
ど
地
域
で
見
守
る
支

援
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
組
織
に
は
、
区

か
ら
は
、
嘱
託
員
、
民
生
委
員
、
高
齢
者

相
談
員
、
老
人
会
、
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー

町
か
ら
は
、
保
健
係
、
福
祉
係
、
介
護
係

か
ら
出
席
し
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
ま

す
し
、
認
知
症
の
方
の
情
報
な
ど
該
当
者

を
把
握
し
、
見
守
り
に
つ
い
て
家
族
で
出

来
る
こ
と
、
町
で
出
来
る
こ
と
な
ど
、
さ

ら
に
は
、
医
療
へ
の
繋
ぎ
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
設
置
な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
保
険
で
は
、
認
知
が
認
め
ら
れ

▪�

認
知
症
対
策
は

森田　義雄議員

ネットワーク会議 脳いきいき教室
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園田　義宣議員

問
嘉
島
町
は
四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
町
で
す
が
、
近
年

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
水
害
が
頻
発
し
て
お
り

堤
防
が
決
壊
し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

事
例
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
緑
川
水
系
御
船
川
浸
水
想

定
区
域
図
（
想
定
最
大
規
模
）
で
は
、
嘉
島

町
の
ほ
ぼ
全
域
が
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
り
河

川
が
氾
濫
し
た
場
合
、
町
が
指
定
し
て
い
る

避
難
所
は
浸
水
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
避
難

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答� （
総
務
課
長
）

広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
省
が
事
務
局
と
な
り
流
域
の
首
長
さ
ん

方
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
白
川
と
緑
川
の
大

規
模
氾
濫
を
想
定
し
た
備
え
を
強
化
す
る

た
め
、
平
成
29
年
に
「
白
川
・
緑
川
水
防

災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
、
様
々
な
取
り
組
み
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
中
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

の
浸
水
想
定
区
域
図
に
基
づ
き
、
来
年
中

に
本
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

予
定
で
進
め
て
お
り
、
マ
ッ
プ
の
内
容
は

町
の
高
台
を
除
く
大
半
が
浸
水
想
定
区
域

と
な
り
ま
す
の
で
、
二
階
以
上
で
想
定
浸

水
深
を
超
え
る
高
さ
の
指
定
避
難
所
を
は

じ
め
、
高
台
の
避
難
場
所
及
び
車
に
よ
る

町
内
外
の
高
い
場
所
へ
の
避
難
誘
導
を
盛

り
込
む
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
、
河
川
水
位
の
状
況
、
台
風
に
お
い

て
は
進
路
、
勢
力
な
ど
様
々
な
気
象
情
報

に
基
づ
い
て
、
明
る
い
時
間
帯
に
避
難
準

備
高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
に
つ
い
て
は
、
各
河
川
の
状
況
に
よ
り

流
域
毎
に
早
め
の
発
令
を
考
え
て
い
ま
す
。

近
年
は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
長
時
間
の

豪
雨
に
対
し
、
気
象
庁
か
ら
高
い
精
度
で

「
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
場
合
は
早
め
の
避
難
勧
告
又
は
指
示
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
居
老
人
等
の
要
配
慮
者
に
つ

い
て
は
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
場
合

そ
の
前
に
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
や
消
防

団
に
避
難
の
援
助
を
要
請
し
ま
す
。

最
近
は
住
民
の
方
々
も
災
害
報
道
等
を

ご
覧
に
な
り
、
危
機
意
識
は
高
ま
っ
て
い

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
自
分
の
生

命
を
守
る
た
め
「
ま
ず
避
難
す
る
」
と
い

う
意
識
啓
発
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
河
川

改
修
等
の
要
望
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

問
滋
賀
県
大
津
市
に
お
い
て
信
号
待
ち

を
し
て
い
る
保
育
園
児
の
列
に
、
交

差
点
内
で
接
触
事
故
を
起
こ
し
た
自
動
車
が

歩
道
に
進
入
し
、
多
く
の
死
傷
者
が
発
生
す
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
交
通

事
故
は
身
近
な
道
路
で
発
生
し
て
お
り
交
差

点
の
安
全
対
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
歩
道
に
進
入
し
た
車

か
ら
歩
行
者
を
守
る
対
策
と
し
て
、
交
通
量

の
多
い
歩
道
の
あ
る
交
差
点
に
、ボ
ラ
ー
ド（
車

止
め
）や
ガ
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答� （
建
設
課
長
）

管
内
の
国
道
・
県
道
と
の
幾
つ
か
の
交
差

点
に
お
い
て
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
が
車
止
め

等
の
安
全
施
設
を
設
置
し
て
い
る
状
況
で
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
特
に
保
育
園
及
び
小

学
校
付
近
の
交
通
量
の
多
い
交
差
点
に
お
い

て
は
、
安
全
施
設
の
設
置
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
管
理
者
で
あ
る

県
と
協
議
し
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
町
道
に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
道
路
の
表
面
が
は
が
れ
て
出
来
る
丸

い
穴
、
へ
こ
み
）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
は
、
車
や
バ
イ
ク
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル

を
取
ら
れ
た
り
、
歩
行
時
に
つ
ま
ず
い
た
り
し
て

思
わ
ぬ
事
故
や
怪
我
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

得
る
た
め
補
修
対
策
と
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
発
見

し
た
時
の
対
処
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答� （
建
設
課
長
）

町
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
対
策
に
つ
い
て
は

週
に
一
度
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
職

員
で
対
応
が
可
能
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
補
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
年
末
・
年
始
な
ど
交
通
量

の
増
え
る
時
期
や
雨
天
後
に
お
い
て
は
、
重

点
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
的
な
補
修
は
、
常
温
合
材
等
を
用
い

て
職
員
で
補
修
を
行
っ
て
お
り
、
補
修
が
困

難
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
維
持
補

修
業
者
に
依
頼
し
、
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、警
察・区
長
さ
ん
及
び
通
行
者
の
方
々

か
ら
役
場
へ
ご
連
絡
を
頂
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
更
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
安
心
で
安
全
な
道
路
維
持
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鍋田　　平議員

▪
広
域
避
難
計
画
は

▪
交
差
点
の
安
全
対
策
は

▪
町
道
の
安
全
対
策
は
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経済厚生常任委員会研修報告
研修者：経済厚生委員長　木下　　徹　　経済厚生副委員長　増岡　　司
　　　　経済厚生委員　　鍋田　　平　　経済厚生委員　　　蜂屋　敏光
期　日：令和元年10月23日（水）～25日（金）　報告者：増岡　　司
研修先１：沖縄県・北中城村　ー平和で人と緑が輝く健康長寿と文化のむらー　
  【研修事項】健康長寿のまちづくり計画について
　沖縄本島中部の東海岸に位置し、中城湾に面している。日本で最も人口
密度が高い村。全国で５番目に人口の多い村である。面積11.54㎢　総人
口16,657人　人口密度1,443人　人口密度は嘉島町の約2.5倍である。
１．きっかけ（なぜ、計画を策定しようと思ったのか）　
　�　国保赤字問題を解決するためには、健康づくりをしっかりすること。
さらには、産業の振興、地域づくりにつなげることはできないか。とい
う村長の思いを受け、全庁体制、全村体制での健康づくりを目標とした。
２．現状・背景（本当に長寿の村と言えるのか）
�　�　過去に２度、女性の平均寿命日本一となったことや地域活動が活発で
あることにより、「元気で長生きのお年寄りが多く住む村」もイメージが強い。
�　�　一方、65歳未満の死亡率が高く若年層のメタボリックシンドロームや各種疾患の多さが指摘されていた。
このことにより、20～30年後を見据えた健康長寿対策に取り組むことで、赤ちゃんからお年寄りまでの総合
的な健康づくりを目指すこととなった。
３．実践にあたって（体制づくりと役割分担）
◦�全庁体制を強化するために「健康長寿のまちづくり」の主管課を企画
振興課へ移管。
◦対象者ごとの働きかけを全村的に役割分担。
◦村民・職員への情報の共有と意識づくりをしっかりと。

 《研修を終えて》
　〇　村民の健康づくりに、全庁的・全村的な取り組みがなされている。
　〇　健康長寿の秘訣は、コミュニケーションと運動ではないか。
　〇　食育ＳＡＴ（全世帯対象）が積極的に行われている。
　〇　高齢者が表舞台で活躍する場づくりが行われている。
　　◆　わが町も取り入れるべきところが多くあるのではないかと感じた。
研修先２：沖縄県・南風原町　ーちむぐくるでつくる活力あるまち南風原町ー
  【研修事項】第８次南風原町高齢者保健福祉計画の取り組みについて
�　沖縄本島南部に位置し、那覇市を含む６市町村に囲まれ、沖縄県では唯一海に面していない自治体である。
面積10.76㎢　総人口39,827人　人口密度3,701人　人口密度は嘉島町の約6.5倍である。
１．計画の基本的な考え方（理念）
　　�　高齢者一人ひとりが、どのような心身の状態であっても可能な限り住
み慣れた地域で尊厳を保ち、自分らしい日常生活を人生の最後まで営ん
でいけるよう、介護・医療・予防・生活支援・住まいが一体的に提供さ
れる、地域包括ケアシステムの実現を目指す。

２．３つの基本目標（施策の展開）
　◦健やかで活動的な高齢期を過ごせるまちづくり
　◦包括ケアにより安心して暮らし続けられるまちづくり
　◦高齢者の自立と安心・安全な暮らしを支えるまちづくり
３．重点施策
　◦循環器疾患の重症化予防　◦介護予防・日常生活支援総合事業の推進
　◦認知症対策と地域ケア会議の充実
 《研修を終えて》
　〇　地域ごとにコミュニティーソーシャルワーカーが配置されている。
　　　特定健診の受診率が非常に高く予防医療に貢献する。
　〇　後期高齢者健診の受診率・特定保健指導率共に高い水準にある。
　　◆　高齢者の健康増進・福祉への積極的な取り組みを強く感じた。

研修後は、本町の所管課にフィードバックした。
研修１・２共に、各村・町の計画書を研修前に取り寄せ質問事項を検討した。

北中城村会議室

食育SAT体験

南風原町会議室

南風原町議会議場

第33号 嘉島町議会だより
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建設常任委員会研修報告
研修者：建設委員長　境野　隆文　　建設副委員長　満田　和浩　　建設委員　春日　堅一
報告者：満田　和浩
期　日：令和元年10月23日（水）～25日（金）

研修先１：愛知県・東郷町　ー人とまち みんな元気な 環境都市ー　
  【研修事項】セントラル開発と土地区画整理事業について
　東郷町は愛知県の中央部で名古屋市と豊田市の間に位置しており、
人口44,000人、面積18.03㎞²のベッドタウンとして発展しています。
　町の現状として、鉄道がなく人口増加の傾向はあるが有効な土地
区画整理事業を行い、自家用車依存と高齢化対策としてセントラル
開発（中心市街地をつくる）計画が推進されて、すでに大手不動産
による大型商業施設が来年開業予定で建設されており、メインスト
リートには無電柱化による景観を重視した工事も行われていました。

  《研修を終えて》
　平成３年に基本構想策定がされ、今日に至るまで活動休止も含め
た地権者との調整や関係各所との協議も含め、大きなプロジェクト
には多大な弊害も伴うことが理解できました。
　また、町の地域性を綿密に数値化による分析をされ、高齢化に向
けた都市化の推進で「コンパクトな町づくり」を基本方針とされ、
この立地適正化計画は愛知県内の町村では初のまちづくりを進める
概要です。数年後に町の中心部が整備され、人々で賑わっている様
子が想像できました。

研修先２：愛知県・東浦町　ー笑顔と緑あふれるいきいき都市ー
  【研修事項】都市計画マスタープランについて
　東浦町は知多半島北東部に位置し、町は東部の低地と中央部、西
部の丘陵地からなっていて、人口48,917人、面積31.14㎞²で東郷
町同様のベッドタウンとしての地域性があり、2011年から2020年
までの都市計画マスタープランを作成するが、人口減少の前提や土
地活用の問題もあり、本年度末までに大幅な計画変更の作業が行わ
れている。
　本年３月に第６次総合計画2038年に向けた総合計画が策定され、
東浦町都市計画マスタープランも本年度中には改定予定である。

  《研修を終えて》
　町の特色として、６地域がありながらもそれぞれの地域性がある
ため整備の優先順位や地権者の同意も含め、開発への格差を感じた。
愛知県が都市計画道路の見直し計画を進める中で、近年の人口減少
の現実と財政状況など社会経済情勢の変化に応じた取組みを推進中
で「景観やコンパクト」を意識したまちづくりを推進している。

東郷町議会委員会室

開発中の大型ショッピングセンター

東浦町会議室

東浦町議会議場

第33号嘉島町議会だより
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上益城広域連合（清﨑議員・増岡議員）
議会報告 令和元年第１回臨時会（令和元年12月25日開催）
６議案が提案され、原案のとおり可決しました。

５議案が提案され、原案のとおり可決しました。

７議案が提案され、原案のとおり可決しました。

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・蜂屋議員）
議会報告 令和元年第２回臨時会（令和元年12月26日開催）

上益城消防組合（境野議員・川野議員）
議会報告 令和元年第３回定例会（令和元年12月26日開催）

・上益城広域連合職員定数条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定について
・上益城広域連合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
・地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
・御船地区衛生施設組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について
・会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
・御船地区衛生施設組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・令和元年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について

・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合監査委員条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合消防施設整備基金条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
・熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
・令和元年度上益城消防組合一般会計補正予算（第２号）について

主な議会活動（令和元年10月から12月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

10 月　1 日 熊本県町村議会議員研修会（全議員） 嘉島町民会館

 10 月　3 日 北海道オホーツク町村議会議長会
遠紋ブロック視察研修 役場大会議室

10 月　6 日 嘉島幼稚園運動会（全議員） 嘉島幼稚園
10 月　8 日 熊本県防災・危機管理トップセミナー（議長） 県庁
10 月　9 日 嘉島町地域包括支援センター運営協議会（木下） 役場大会議室
10 月 13 日 献穀事業［抜穂祭］（全議員） 井寺地区
10 月 17 日

～ 18 日
御船地区衛生施設組合議会視察研修
（森田・蜂屋）

福岡県みやま市
大分県別府市

10 月 17 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室
10 月 21 日 献穀事業［奉告祭］（議長・境野） 井寺地区

10 月 23 日
～ 25 日

経済厚生常任委員会視察研修
（木下・鍋田・蜂屋・増岡）

沖縄県南風原町
北中城村

建設常任委員会視察研修
（境野・春日・満田）

愛知県東浦町
東郷町

10 月 25 日 子ども・子育て会議（議長） 役場大会議室
10 月 31 日

～ 11 月 1 日
町村監査委員全国研修会
（春日議選監査委員） 東京メルパルク

11 月　3 日 第49回嘉島町文化祭（全議員） 嘉島町民会館

11 月　4 日 スペシャルオリンピックス日本・
熊本地区陸上競技大会（全議員）　 嘉島町総合運動公園

月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

11 月　8 日 上益城郡町議会議員研修会及び
親善スポーツ大会（全議員） 益城町

11 月 10 日 ジョイフルスポーツかしま（全議員） 嘉島町総合運動公園

11 月 12 日 第２回熊本県後期高齢者医療
広域連合議会定例会（議長） 自治会館

11 月 13 日
～ 15 日

第63回町村議会議長全国大会
上益城郡町村議会議長視察研修

東京NHKホール
新潟県見附市・長岡市

11 月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室
11 月 20 日 議会運営委員会 役場庁議室
11 月 21 日 嘉島町子ども議会（正副議長） 役場議会議場

11 月 29 日
主要地方道小川嘉島線・一般国道
266号三角・嘉島間整備促進に関する
要望活動（議長）

熊本県
（土木部）

12 月　6 日
～ 9 日

第４回定例会
全員協議会

役場議会議場
議員控室

12 月 17 日 第19回九州中央自動車道建設促進大会（議長） ホテル高千穂

12 月 20 日 第３回臨時会
全員協議会

役場議会議場
議員控室

12 月 25 日 第１回上益城広域連合議会臨時会（清﨑・増岡）
市街化調整区域活性化連絡協議会総会（議長）

福祉センター
益城町

12 月 26 日
第３回上益城消防組合議会定例会（境野・川野）
第２回御船地区衛生施設組合議会臨時会
（森田・蜂屋）

消防本部議場
組合事務所

第33号 嘉島町議会だより
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みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています

再生紙を使用しています。

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
の
御
代

替
わ
り
に
よ
り
元
号
が
平
成
か

ら
令
和
に
改
め
ら
れ
、
即
位
の

礼
・
大
嘗
祭
な
ど
の
国
の
儀
式

と
祝
賀
行
事
の
挙
行
。
一
方
、

大
型
台
風
（
15
号
・
17
号
）
に

よ
る
未
曾
有
の
災
害
と
沖
縄
県

民
の
シ
ン
ボ
ル
・
国
宝
（
世
界

遺
産
）
首
里
城
の
焼
失
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
と

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ
た

一
年
で
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ど
の
よ
う
な
一
年

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
事
故
・
災
害
の
な
い
平
和

で
幸
福
な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。「
議

会
だ
よ
り
」、
皆
さ
ま
に
し
っ

か
り
と
お
伝
え
し
ま
す
。

（
増
岡　

司
）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長
　
川
野 

伸
一

副
委
員
長
　
園
田 

義
宣

委
　
　
員
　
森
田 

義
雄

委
　
　
員
　
境
野 

隆
文

委
　
　
員
　
増
岡 

　
司

委
　
　
員
　
満
田 

和
浩

発
行
責
任
者
　

　  

議
　
　
長
　
清
㟢 

輝
昭

募集してます。 みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、３月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

嘉
島
町
議
会
広
報
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